
令和３年３月20日㊏･㊗～５月９日㊐
前期：３月20日㊏･㊗～４月13日㊋
後期：４月15日㊍～５月９日㊐
9時～17時（入館は16時30分まで）
※４月14日㊌は展示替えのため一部休室します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別展示室・１階展示室
　　愛知県岡崎市康生町561-1･岡崎公園内　TEL.0564-24-2204

相応寺の華
～大名調度の美～ 
相応寺の華
～大名調度の美～ 

桐鳳凰図屏風　岡崎市蔵　江戸時代初期【後期】

学芸員による
ギャラリートーク

日時：4月10日㈯･５月５日（水･祝）15時～
※両日ともに30分程度

場所：当館エントランスに集合　　
　（当日の入場券をお持ちください。）



【主催】岡崎市　　【協力】岡崎公園指定管理者　　一般社団法人岡崎パブリックサービス

　名鉄「東岡崎駅」より徒歩15分
　愛知環状鉄道「中岡崎駅」より徒歩15分
　名鉄東岡崎駅よりバス「大樹寺行き」乗車→「康生町」下車→徒歩５分
　JR岡崎駅よりバス「康生町方面行き」乗車→「康生町」下車→徒歩５分
車の場合は東名高速道路「岡崎I.C.」より名古屋方面へ３㎞（国道１号沿い）

　徳川家康の側室であるお亀の方は、尾張徳川家初
代義直（家康の九男）の生母であり、相応寺（名古
屋市）は義直が母の菩提を弔うために寛永20年
（1643）に建立した浄土宗寺院です。寺名は家康の
死後にお亀の方が剃髪して称した「相応院」に由来
します。お亀の方が相応寺に葬られて以後、同寺に
は歴代の尾張徳川家に関する人物が葬られるととも
に、その遺品が納められました。本展では、当館開
館時のコレクションである相応寺旧蔵資料の中か
ら、大名家の生活を彷彿とさせる華やかな調度品を
中心に展示します。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、展示や関連イベントを中止または変更する場合があります。

❶桜に山鳥図（旧襖絵断片）　江戸時代初期【前期】
❷亀甲文地銀板貼蒔絵膳　< 岡崎市指定文化財 >
　江戸時代初期・お亀の方（相応院）所用
　【前後期で一部入替え】
❸梨地葵紋散桐唐草文蒔絵膳　< 岡崎市指定文化財 >
　江戸時代初期【前後期で一部入替え】
❹牡丹唐草蒔絵手拭掛･湯桶･盥　江戸時代中期･
　お嘉代（尾張徳川家九代宗睦の母･英巌院）所用
❺叢梨地葵紋散蒔絵硯箱　江戸時代後期･
　福君（尾張徳川家十一代斉温継室･俊恭院）所用
❻龍笛　銘　住乃江　笛：製作年不詳　笛筒：江戸時代中～後期･
　徳川勝長（尾張徳川家八代宗勝の子･亮諦院）所用
※全て岡崎市蔵

❶

❹
❷

❺ ❻

❸


